
　ムクノは1898年（明治31年）の創業以来125年にわたり、食品事業、生活事業、物流事
業という幅広い分野において地域社会のくらしを支え、地域と共に豊かさの創造を目
指している。
　主に食品事業では、地元特産物を使った自社開発のアイスクリームや海産物などの
販売、牛乳・ヨーグルト・健康食品の宅配等も行うなど、これまでの事業実績を活かし、
地域に密着した様々な事業を展開している。

株式会社ムクノ

　LPWA通信機器申請前における業務上の問題点は、大きく分けて二つあったとい
う。一つ目は、「検針業務にかかる負担」。そしてもう一つは、目視による検針で生じる
「数値の誤り」があった。それらの問題点を解決し、さらなる業務の効率化と日々のサー
ビスの向上を目指すため導入を決めた。
　導入後の効果としては、今までにかかっていた検針業務の負担が大きく減ることに
よるスピードアップなどで大幅に業務が効率化したことが挙げられる。さらに機械によ
る正確な検針により数値のミスも激減した。
　社内からも検針作業が効率化されたことで、「配送の管理が容易になり、以前に比
べて保安などに割ける時間がより取れるようになった」との声も上がっている。実際に
お客さまからも、リアルタイムでガスの利用状況を把握し、遠隔で適切に応対が可能に
なったため、「保安の対応が早くなった」等の好意的な反応もいただけたという。
　加えて機器導入によりお客さまの在宅・不在に関わらず検針業務が可能になり、「裏
庭等に入ってほしくない」といった個別なご要望にもしっかり応えることで、サービス向
上に繋がったという。

機器導入までの経緯と導入後の効果

（福岡県豊前市）

ムクノ 社屋外観・看板



　機器の導入・設置を進める上で発生した問題点として、電波（ネットワーク）が入りに
くいエリアがあり、運用までに時間がかかったことを挙げる。
　この問題に対し、同社は機器の設置位置の変更や接続ケーブルの延長などを工夫
した。それらの実体験を踏まえて「設置エリアの電波環境等をできるだけ事前に把握、
さらにPCソフトとメーターとの連動性を確認した上で、通信機器メーカーの選定を
行った方が良い」と今後の補助事業申請予定事業者へアドバイスする。
　また、機器設置に対するお客さまへの事前の周知では必ず訪問前に架電し、約束を
取って作業を行ったが、この架電から約束を取るまでの苦労は大きかったという。当た
り前のことだが、お客さまへの事前の周知もできる限り丁寧に行うことを推奨した。
　なお、訪問の際は可能な限り移動距離を少なくするため、地区（ブロック）ごとに分
割し、1日あたり5件程度の作業計画で行ったという。

　リアルタイムでガス利用状況を確認可能になったことで、検針業務の負担減少・正
確さの向上等のメリットが挙げられた反面、今後の懸念点として「お客さまとのコミュ
ニケーション不足」を課題として挙げた。
　近年、あらゆる場面においてデジタル化が進み、これまで当たり前に行っていた作
業などが合理化・効率化されていく。その反面、仕事において最も大切な「お客さまの
生の声を聞く」機会が損なわれてしまっている傾向があるという。昨今の新型コロナウ
イルスの影響によりリモートワークが急激に普及した結果、同社の社員同士において
も何気ない会話が以前よりも無くなってしまったという。
　そのような背景も踏まえ、今後も最新ツールの導入による業務の効率化を図るとと
もに、お客さま、社員同士問わず、人と人とが「対面でコミュニケーションを定期的に取
ることができる会社の仕組みの構築」に注力していきたいという。
　機器導入にあたって得られた貴重な時間を、「作業」に充てるのではなく「創造」に充
てる。今後どのように仕事を変革して売上を上げていくのか、またどのように営業をし
ていくのか等を社員全員が考えていく必要がある。すぐには全員が何らかの企画を創
造したりすることは現実的に難しいが、長期的に捉えて今後は社員への教育に力を入
れていきたいとのこと。今回の機器導入にあたって、改めて日々の仕事の基本・本質に
立ち返るきっかけになったそうだ。
　最後に従業員には「『創造』をする姿勢を常に持つ」こと、そしてこのような時代だか
らこそ、「お客さまの生の声を聞く大切さ」を忘れずに日々の業務に取り組んでほしい
と代表取締役の向野秀定さんは強く主張した。

導入・設置を進める中での問題点と申請予定事業者へのアドバイス

空いた時間を「作業」に充てるのではなく「創造」に充ててほしい



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


